
広報くしもと 12月号 （毎月 1回／1日発行）

＇ “且＿ー'̀_』 II.....，． 
2006年（平成18年）12月1日発行

・星遷后駆
町職員の給与・定員管理 (P.2) 

まちの出来事 (P. 6) 

防災・保健センターだより (P.9) 

よろこびかなしみ (P. 70) 

年末年始の業務 (P. ll) 

捗ジ俵容伽箆ご筋⑲棗定＠密

昨年の保健センターちびっこ広場より

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・ •••20,36ワ人 ・男性…… 9,420人 ・女性…… 10,94ワ人 ・世帯数…… 9,413世帯

（平成18年11月1El硯在）



(2)職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成18年4月1日現在）

①一般行政職
[ 1 総括 ］ 

区 分 平均年齢

串本町

和 歌 山隈

国

42.8歳

43.0歳

40.4歳

平駒給料月額

324. 700 Pl 

353. 257 Pl 

328,477 Pl 

平均給与月額

353. 674 FIJ 

421,231 FIJ 

平均給与月額

（国ベース）

343,264円

381,212円

②技能労務職

21億7,9)7
万円

| 

※表示は万単位

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額

（国ベース）

宰本町 49 7歳 273,300円 289,347円 286,076戸

うち用務具 49 2歳 253. 600 Pl 267, ll 2円 264,777円

和 歌 山県 48 4歳 349. 340 Pl 390,523円

国 48 4歳 286. 500 Pl 318,595円

③教育職

区分

串本町

租 歌 山県

平均年齢

42.10歳

47.0 歳

平駒給料月額

320,500円

417,239円

平均給与月額

333,653 FIJ 

472,384円

いt) 1 「平均給科月粕」とは、平1収18年4月1日現在における各戦穂ごとの職員の某木給の平均です．3
2 I平均給与月額」とは、給料月額と毎月と払われる扶差子当、地」戒予当、仕1占予当、時間外勁務手当などの
すべての沼手‘りの領を合計したものて、地方公務貝給与実態調令において明らかにされているものですっ

また、「平均給与）」額（国ヘース）」は、国家公務員の平均糸合与）j各月には時間外勤務千当、牡殊勤務千当号の

手当が含まれていないことから、比較のため』家公務員といlじヘースで杓計算したものてす。

(3)聰員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（半成18年4J-J 1 U現釦

区 分 経験年数lO年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 240,500円 288,900円 322,600円
一般行政職

高校卒 198,800円 240,500円 288,900円

高校卒 198,800円 222. 100円 261, 500円
技能労務職

中学卒

大学卒 240,500円 288,900円 322,600円
教 育 職

高校卒 198,800 FIJ 240,500円 288,900円

[ 3．一般行政職の級別職員数の状況 ｀ （半成18年4月1H現在）
区分 級 級 級 4

 

級 級

標準的な職務内容 主事・技師 主査 主任•主査 副課長・専門員 参事•課長•主幹

職 員 数 21人 20人 37人 38人 44人

構 成 比 73.6% 13.0% 20.l % 24.7% 28.6% 

1

2

 

、）
~
・
~

ヽ‘ヽ

i/（ 串本町の給与条例に某づく給科表の級区分による恥員数ですc

椋準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な載務です。

(l)人件費の状況 （普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口

（平成17年度末）
歳 出頷

A 

実質収支 人件

平成

17年度

(2)職員給与費の状況 （普通会計決算）

給 与費

三区分平成17年度
（注） j 腺且手当には退肱手当は含まれません。

2 駿H数は、平成17年4月1日現在の人故です。

(3)ラスパイレス指数の状況 （乎成17年4/) I LI現在）

100 

9
8
9
6
9
4
 
92 

90 

職呉数

A 

27臥

al,523人
87億8.776
万円

3億992
万円

4億2,660

万円

計日

16億3,947
万円
| 

※表示は万単位

---------------------―ー・叫 9――----------------------

串本町

（注）1 ラスパイレ入指数とは、国家公務貝の給与水準を100とした場合の地方公務貝
の給与水準を示す指数です。

2類似［ill体平均とは、人U規校、産業構造が類似している［什体のラスバイレス
指数を単純平均したものです。

類似団体平均 全国町村平均

24.8% 

—這たり

給与費B/A

596万円

［ 2 . 職員の初暉•平均給与月額等の4球 ］ 
(1)職員の初任給の状況 （平成］8年 4月 !LI現在）

区 分 串本町 和歌山県 国

大学卒 170、田円 173,825円 170,200円
一般行政職

高校卒 138,4CO円 136,071円 138,400円

高校卒 138,40:J円 131,745円
技能労務職

中学卒 118,767円

大学卒 170，⑱円 l図，OTl円
教育職

高校卒 138,40J円 144,526円

ー
ご
し

J
 

． 

串
本
町
で
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
や
豊
か
な
町
づ
く
り
の
た

め
｀
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
・
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

こ
れ
ら
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
IBJ職
員
の
給
与

・定
員
管
理

等
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
〈
国
が
定
め
た
指
針

（
総
務
省
車
務
次
官
適
知
）
に
従
う
も
の
で
す
〉

な
お
、
こ
こ
で
お
知
ら
せ
す
る
給
与
等
は
、
全
て
税
や
各
種

保
険
等
を
差
し
引
く
前
の
額
で
す
。

③広報くしもと 12 広報くしもと 12②



［ 6.定員管理 ］ ［ 4.職員の手当の状況 』`

(l)年齢別職員構成の状況（半成18年4月1U現釦 (l)期末手当・勤勉手当 (2)退職手当（半成18年4月1U攻釦

区分

20歳

末満

20歳

I 

23歳

腕員数 0人 14人

平成17年4月1日

職員数

308人

（注）病院戦旦を除くり

24歳

I 
27霰

36人

28歳

I 
31歳

55人

32歳

I 

35歳

46人

283人

36議

I 
39霰

33人

平成22年4月1日
職員数

40歳

I 
43歳

48人

(2)定員管理の数値目標

‘|’成17年4月11|～‘|’成22年4月!IIにおける玉貝竹理の数他H椋

44歳

I 
47歳

53人

48歳

I 
51歳

52人

純減数

25人

52歳

I 
55歳

65人

56歳

I 
59歳

46人

60歳

以上

1人 I449人

純減率

8.1 % 

］人当たり

平均支給額 平成18年度支給割合 加算措置の状況

（平成17年度）

本串町 ］55万l千円
期未手当 勤勉手当 職制上の段階、職務の

3 0月分 l 45月分 級等による加算措置
(-）月分 (-)月分 役聴加算 5~10% 

! 県 191方8千円 期未手当 勤勉手当
職制上の段階、耽務の

3 0月分 l 45片分
級等による加算措饂

(l 6)月分 (0 75)月分
役職加算 5~]0% 
管理職加算l0~20%

期末手当 勤勉手当
職制上の段階、哉務の

国 3 0月分 l 45月分
級等による加算措器

(l 6)月分 (0 75)月分
役職加算 5~10% 
管理職加貸10~25%

※（ ）内は、再仔川戦貝に係る支給割合です。
※退職手当の 1人当たり‘|'均i給額は、平成17年
度に此臥した識員に支給された平均領てす3

※戦貝手当は他に、特殊勅務手当、時問外勤務手当、扶翌手当、仕后手当、通勅手当、竹理職手当などかあります。

註しくはホームページに掲栽しますので、そちらをご翌下さい」

町
民
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

早
い
も
の
て
合
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に

師
走
と
な
リ
ま
し
に

D
1
7
日
に
は
喋
知
事

選
挙
を
控
え
、
何
か
と
慌
た
に
し
い
年
末

に
な
リ
そ
う
て
す
。

今
年
を
振
リ
返
つ
て
み
ま
す
と
、
ス

ポ
ー
ツ
界
て
は
年
初
の
W
B
C
（
ワ
ー
ル

ト
ヘ
ー
ス
ホ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
て
の

□本
選
抜
チ
ー
ム
の
優
勝
に
始
ま
リ
、
夏

の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
の
早
稲

田
実
業
と
期
大
苫
小
牧
の
激
戦
と
、
八
ン

カ
チ
王
子
こ
と
斉
藤
投
手
の
爆
発
的
人
気
、

フ
ロ
野
球
て
の
El本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
活
躍
な
ど
、
野
球
に
つ
い
て
の
話
類
が

多
く
印
象
に
残
っ
た

1
年
で
あ
り
ま
し
に
。

ま
に
我
か
町
に
巨
を
移
す
と
、
串
本
高

校
野
球
部
か
夏
の
和
敬
山
繋
予
選
て

4
年

ふ
リ
の
一
同
戦
勝
利
D

町
民
に
惹
と
希
望

を
与
え
に
、
価
値
あ
る
"
-
勝
々
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
は

1
月
に
ア
マ
チ
ュ
ア
球

界
の
大
御
所
、
一
元
箕
島
高
校
野
球
郎
監
益

の
尾
藤
公
氏
を
迎
え
て
の
「
穀
育
講
澄
会
」

--, 

［ 5．特別職の報酬等の状況 』

臀長縫想

松原

t
 

＿＿―-ロ

繁樹

と、11月には串本高校野球gBOBで

読売ジャイアンツや西武ライオンス

に所属しに現賠井寺市議‘岡本光氏

による「学校体合研究会」の講涸会

と、生で野球界のお詰を拝聴する寅

重な穂会を持つことがてきました。

アマとフロという遵いはあるもの

の、「自己犠牲」「チームフレー」「レ

ギュラーては味わえない下稿みの経

験」（尾藤氏）「他人の意見には素直

な気持ちて対応」「夢を持ち、努力

びることによリニ夢が）目標に変わっ

ていく。」「自分のためになることで

あれは方法さえ周違わなけれは全て

のことは経験として活きてくる。」

（岡本氏）なと、野球というスポー

ツを通してお二人から出てくる含茎

のある言葉は、今年の串杢高校野球

笠の一勝とともに、人生とは教育と

は何かということを深く考えさせら

れるものてあリました。

私も、町政の先国に立ち、日本一

の町つくリを標ほうしておリま芍か、

雰を持ち続け、町に活力を付けるこ

とがてきるような町政に努めて参る

所存です。

皆さまか、よい年未年始を迎える

ことかできますことをお祈リ中し上

げます。

町 長 （平成18年度支給割合）
期 助 ノ1又r 3 0月分 加算給料月額の35%

未 収 入 役

手 議 長 （平成18年度支給割合）

当 副 頭 長 3 0月分 加算報酬月額の70%

議 只

退 （算定法式） (l期の手当額） （支給時期）

聡
町 長 退職の日の給料月額 x在職月数 X 700分の433 l, 104万円 任期毎

助 役 退職の日の給料月額 X 在職月数 X 700分の258 554万8千円 任期毎

手 収 入 役

当 価 考

(ill 1 給料及び雑闘の( ) I付は、減額耕世を行う lli」の令額です
2 退戦手当の「1期の手当額」は、 4月1日現在の給料月韻及び支給率に生づき、 1期 (4年＝48月）勁めた
楊合における退戦手州の見込額であす。

（／恥広報くしもと 12

〈支給率〉 〈自己都合〉 〈勧奨定年〉

勤続20年 23 50月分 30 55月分
勤続25年 33 50月分 41 34月分

串 勤続35年 47 50月分 59 28月分
木 最喬限度額 59 28月分 59 28戸分

町 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

(2~2[)Dlo) 
（退職時特別昇級勧奨退戦時 l号）
一人当たり平駒支給額 1,530万l千円

〈支給率〉 〈自己都合〉 〈勧奨定年〉

勤続20年 23 50月分 30 55月分
勤続25年 33 50月分 41 34月分

国 勤続35年 47 50月分 59 28月分
畏高限度額 59 28月分 59 28月分
その他の加算措置 定年前早期還職特例措置

(2~2伊lo)

（平成］8年 4月 1日現仁）

区 分 給 料 月 額 等

（参考）類似団体における最哀／最低額
給
町 長 531. 200円 (664,000円） 871,000円／ 531,200円

料
助 役 448,000円 (560,000円） 724,000円／ 448,000円

収 入 役 一円 （ ー円） 一円／ ー円

報 議 長 270,000円（ ー円） 405,000円／ 270,000円

副 議 長 215. ODO円（ ー円） 320,000円／ 212,000円
酬 議 員 200,000 F9 ( 一円） 300, ODO円／ 190,000円

広報くしもと 12 土



表彰式後の記念撮影。左から潮崎さん、松原町長、 濱さん。

11月

3
H
、
各
分
野
て
長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貞
献
し
た

人
々
を
た
た
え
る
「
乎
成
1
8
年
秋
の
叙
煎
受
章
者
」
が
発
令
さ

れ
、
串
本
町
で
は
方
森
一
文
さ
ん

(82
・
古
座
）
が
旭
日
双
光

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

方
森
さ
ん
は
昭
利
ゆ
年
か
ら
平
成
1
7
年
ま
て
旧
古
座
町
の
譲

会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
右
職
中
は
副
譲
長
、
譲
長
を
歴
打
。
行

政
の
効
率
化
や
、
教
育
行
政
、
林
業
掘
興
、
郷
ー
の
民
俗
芸
能

保
存
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

2
名
の
方
々
を
表
彰文
化
の
日
町
民
表
彰

11
月
3
日
、
町
民
人
運
動
会
の
会
場
に
お
い
て
多
年
に
わ
た
り
町

の
発
展
に
以
力
さ
れ
た
方
々
に
瞳
ら
れ
る
IHJ
民
衣
彰
の
衣
彰
式
か
行

わ
れ
、
今
年
は
次
の
2
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

0
地
方
自
治
功
労

濱

泰
央
さ
ん

(78)
大
島

乎
成
8
年
7
月
か
ら

10
年
間
、
大
島
区
長
及
び
大
島
地
区
代
衣
区

長
と
し
て
大
島
区
の
連
信
荘
び
に
大
島
地
区
仕
民
の
地
位
向
卜
に
累

力
さ
れ
、
ま
た
半
成
1
1
年
4
月
か
ら
2
年
間
、
串
本
町
区
長
連
合
会

の
副
会
長
と
し
て
同
会
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

0
文
化
推
進
功
労
潮
崎

成
治
さ
ん

(71)
串
本

昭
和
3
8
年
か
ら
平
成
H
i
年
ま
で
4
1
年
固
、
串
木
節
保
存
会
会
長
と

し
て
、
ま
た
笛
の
名
手
と
し
て
、
串
本
節
の
宣
伝
や
伝
承
活
動
、
後

継
者
の
台
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

方
森
一
夫
さ
ん
が
旭
日
双
光
章
受
章

秋
の
叙
勲

雨風が吹きつける中、樫野崎からハーフマラソンがスター ト

県庁で行われた伝達式に出席した方森さん

9ご＇ ・ヽ‘へ'’ ・ヽ‘へ'’ ・ヽ‘へ'’ ・ヽ‘へ'’ ・ヽ‘へ'’ ・ヽヽヘ99 ・ヽヽヘ99 ・ヽヽヘ99“‘̀99 “‘̀99 “‘̀99 “‘̀” “‘̀” “‘̀99 9.、‘” 9.、‘” 9.、‘” 9.、‘” 9.、‘” 9.、‘” 9.、‘” 9.、‘” 9.、‘” 9• ヽヽ● 9 9• ヽヽ● 9 9• ヽヽ● 9 9• ヽヽ・9 9• ヽヽ・9 9• ヽヽ・9 9•‘`’ ’ 9•‘`’ ’ 9•‘`’ ’ , ．ヤ`” ， ．ヤ`” ， ．ヤ`” ， ．ヤ`” ， ．ヤ`” , ．ヤ`” ， ．ヤ`’’ , ＂乙

串
本
町
の
学
校
給
食
実
施
の
検
討
を
行
っ
て
ぎ
た
串

本
町
学
校
給
食
検
討
委
貝
会
（
小
森
止
成
委
日
長
・
2
0

名
）
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
、
1
1
月

7
H
、
松
椋
町
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
学
校
給
食
は
旧
古
座
町
の
小

111学
校
で
は
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
旧
串
本
町
で
は
末
実
施
と
な
っ

て
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
報
告
古
は
、
将
来
の
学
校
統

合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
1
つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で

一
括
し
て
調
坪
す
る
セ
ン
タ
ー
方
式
を
採
用
し
、
日
ー
期

の
実
施
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

谷
申
を
受
け
た
松
原
町
長
は
「
現
在
、
食
育
と
い
う

こ
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
財
政
面
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
含
た
い
。
」
と
語
り
ま
し
た
。

早
期
の
完
全
実
施
を

串
本
町
学
校
給
食
検
討
委
員
会

「これからの子どもたちのために立派な施設を建

設していただきたい。j と松原町長へ報告書を提

出する小森委員長。

10
月
28
日
、
潮
岬
望
楼
の
芝
生
を
メ
イ
ン
会
場
に
第
5
回
本

州
最
南
端
串
本

S
U
N
S
E
T
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

太
平
洋
に
沈
む
美
し
い
夕
陽
が
呼
び
物
の
大
会
で
す
が
、
こ

の
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様
。
そ
れ
で
も
町
内
外
か
ら

集
ま

っ
た
649
名
の
参
加
者
は
、
び
し
ょ
涸
れ
に
な
り
な
が
ら
も

4

つ
の
種H

（ハ
ー

フ

•
-
3キ

"
.
3

討
ク
ロ
カ
ン

•
2

訂
ク
ロ

カ
ン
）
に
分
か
れ
、
日
頃
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
2
連
覇
を
達
成
し

た
堀
木
暢
人
さ
ん
（
右
）
。
妻
の
真
由
さ

ん
（
左
）
は
女
子
の
部
で
優
勝
。

本
州
最
南
端
串
本

S
U
N
S
E
T
マ
ラ
ソ
ン

雨
の
中
、

11
月
19
日
、
串
本
漁
協
加
工
場
敷
地
に
お
い
て
「
く
し
も
と
農
林
水
産
ま

つ
り
」

（主
佃
1
1
紀
南
農
協
）
が
、
ま
た
役
場
古
座
分
庁
舎
に
お
い
て
「
ふ

る
さ
と
フ
ェ
ア
古
座
」

（主
催
11
古
座
活
性
化
拙
進
会
議
）
が
そ
れ
ぞ
れ
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
残
念
な
が
ら
雨
と
風
が
吹
き
つ
け
る
悪
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、

両
会
楊
で
は
農
産
物
や
鮮
魚

・
下
物
な
ど
地
場
産
品
の
販
売
を
始
め
、
様
々

な
ゲ
ー
ム
や
催
し
が
行
わ
れ
、
お
目
当
て
の
産
品
を
探
す
来
場
者
の
熱
気
な

ど
で
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

⑰広報くしもと 12

農
林
水
産
ま
つ
り
・
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

悪天候のため室内で行われ

たふるさとフェアの地場産

品即売会は、多くの人々で

賑わいました。

農林水産まつりでは巨大な

マグロの解体に来場者の注

目が集まりました。

健
脚
競
う

広報くしもと12⑤



11
月

9
日
1
1
5
日
は
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
し

た
。
こ
の
間
、
串
本
町
内
で
も
火
災
予
防
に
向
け
た
様
々
な

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
1
4
日
に
は
姫
ー
西
向
地
区
で
泊
防
箸
員
に
よ
る
防
火

診
断
が
行
わ
れ
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
な
ど
を
消
防
署

貝
が
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
な
ど
の
設
置

状
況
や
、
台
所
や
暖
房
器
具
な
ど
の
火
の
元
に
つ
い
て
点
検

を
行
い
ま
し
た
。

.
1
2
月
2
1
日
は
昭
和
南
海
地
震
の
日

来
る
訟
月
2
1
日
は
、
昭
和
2
1
什
に
昭
和
南

池
地
炭
が
起
こ
っ
た
日
で
す
c

こ
の
地
震
に

よ
る
建
物
の
例
壊
や
津
波
襲
束
等
に
よ
り
串

本
町
は
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

過
ム
の
出
来
事
か
ら
の
教
訓
を
活
か
し
、
今

後
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
束
南
海
・

南
海
地
震
及
び
風
水
宮
に
備
え
る
た
め
に
も
、

日
切
か
ら
防
災
を
意
識
し
、
災
宮
へ
の
備
え

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

非
常
持
出
袋
を
用
意
し
、

自
分
が
必
安
と
思
う
も

の
を
入
れ
、

12
月
2
1
日

を
翡
常
持
出
品
の
点
検

日
に
し
ま
し
ょ
う
。

■非
常
持
出
品
の
例

非
常
持
出
品
に
は
次
の
よ
う
な
物
が
あ
り

ま
す
。

口
家
族

3
H
分
の
食
料

口
飲
料
水
口
救
急
，
常
備
薬

口
現
金

□ビ
ニ
ー
ル
袋

g》

ロ
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

口
懐
中
喜
，
軍
池

ロ
ラ
ジ
オ

，
 

レ
メ
ッ
ト

邑

口
へ
）
□[
国

□71タ
ー

6
翌

口
毛
布

□手
袋

□ロ
ー
ソ
ク

口
缶
切
り
・
ナ
イ
フ
ロ
ロ
ー
プ

こ
れ
ら
は
、
一
つ
の
例
で
す
の
で
、
そ
の

他
必
要
と
山
心
わ
れ
る
も
の
を
家
庭
で
函
し

合
っ
て
下
さ
い
。

■非
常
持
出
袋
の
置
き
場
所

災
害
は
い
つ
私
達
を
襲
う
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、

11常
は
玄

関
先
な
と
「
目
に
付
ぎ
や
す
い
」
「
持
ち
出

し
や
す
い
」
所
に
憧
彦
、
寝
て
い
る
時
は
枕

冗
に
置
く
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
避
難
場
所
・
避
難
経
路
も
確
認
し

ま
し
ょ
う
。串
木
町
自
土
防
災
絆
織
連
絡
協
議
会

～自主防災組織連絡協議会より～
松原町長にAEDを手渡す高岡さん夫妻

※心筋炎とは、心臓の筋肉（心筋）に炎症が起こり、破壊が生

じて心臓が弱る病気。重症になると命を落とすこともある。

急性ウイルス性心筋炎は鑑別が難しく、風邪として見過ごさ

れやすいという，

串
本
か
ら
火
災
を
な
く
そ
う

秋
の
火
災
予
防
運
動

【成人関係］

健康相談

実施日 受付時間 会

l2月7日（木） 9 00-ll: DD 湖岬公民館

l2月ll日（月） 13: 00-15: DD 保健センター2階

※誰でもお気軒に会楊へお越しください，
（血I十測定や｛連康についてのti]談を受けております）

滉

保健センター12月の行事予定は下記のとおりてす。

※健診等についてのお巾し込み•お問い合わせは、
保健センター（fl0730-62-6206) まて

お
互
い
の
命
を
守
る
社
会
に

高
岡
さ
ん
夫
妻
が

A
E
D寄
贈

11
月
16
日
、
町
内
在
住
の
高
岡
茂
樹
、
出
子
さ
ん
夫
妻
か
ら
町

に
対
し

A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
寄
賠
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

高
岡
さ
ん
夫
妻
は
、
平
成

7
年
に
当
時

5
歳
の
長
女
を
念
性
ウ

イ
ル
ス
性
心
筋
炎
で
亡
く
し
て
お
り
、
こ
の

11
月
16
日
は
そ
の
命

日
。
近
ご
ろ
受
講
し
た
普
通
救
命
講
習
で

A
E
D
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
た
と
い
う
夫
妻
は
「
お
互
い
の
命
を
守
る
社
会
づ
く
り
に

一
人
で
も
多
く
の
人
が
関
心
を
も

っ
て
も
ら
い
た
い
LO
と
町
に

A

E
D
を
寄
贈
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
の
こ
と
で
す
。

松
原
町
長
は
「
町
民
の
た
め
に
こ
の
費
巫
な
機
材
を
最
大
限
活

用
し
、
ま
た
心
筋
炎
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
も
周
知
を
行
っ
て
い

き
た
い
。し
と
語
り
ま
し
た
。

［乳幼児関係］

乳幼児健診

日時

l2月7日（木）
13: 00-14: DD 

l2月14日（木）
13: 00-14: DD 

l2月21日（木）
13: 00-14: DD 

場 所

保健センター
2階

新宮保健所
串本支所

保煙センター
2階

歯周疾患検診について

平成l8年4月l日～平成l9年3月31日までの間で40歳・
50歳 •60歳 •70歳になる方は、今年度無料にて検診が受

けられます。申込み左されていない方は、保健センター

までお申し込み下さい。

［受診期間】 9月1日～12月27日まで
※希望調査票等で申し込まれた方には個別通知します。

⑨広報くしもと 12

内容

l歳6ヵ月兜及び
2歳6ヵ月児健診

3歳6ヵ月児漣診

4ヵ月児及び
6ヵ月児健診

乳幼児予防接種

日時

12月5日（火）
12: 40-13: lD 

12月21日（木）
13: 00-14: 00 

内容

三種混合
1期初回

BCG 

各種教室

日時及び内容

l2月l2日（火）lO:DO-
ひよこ広境(6ヵ月～1歳児）

l2月15日（金）lO:DO-
ちびっこ広場(2-3歳児）

※二穂混合予防接種対象は 7歳6
(1期初仙は 3~ 8週の閻陥て 3
※f防接種・教字の会場はいずれも保健センター 2陪です(

「コンセントのたこ足配線に気をつけて。」などと消防蕃

日が高齢者のお宅で火災予防のアドパイスを行いました。

苓
い
峙
期
を
沖
え
る
に
あ
た
り
．
こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
フ
な
と

の
暖
房
拐
具
を
使
用
す
る
楓
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
石
油
入

ト
ー
フ
に
よ
る
火
災
の
主
な
原
因
は
，
可
燃
物
の
接
触

・
落下、

引
火
・
ふ
く
射
・
使
用
方
法
の
誤
り
、
消
し
忘
れ
．
過
熱
｀
使

用
中
の
給
油
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
特
に
次
の
点
に
注
急
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

0
ス
ト
ー
プ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を
国
か
な
い

0
ス
ト
ー
フ
の
上
方
に
洗
濯
物
な
ど
を
干
さ
な
い

0
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
フ

籍
尺
い
罪
Qn

ら
星
羹
。

0
ス
ト
ー
フ
の
近
く
で
は
ヘ
ア

訓
叫
訓
ぃ

[
C
〗
〗

使
用
方
法

〇
灯
油
を
給
油
す
る
場
合
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行
う

〇
給
油
後
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
確
実
に
閉
め
る

〇
据
動
を
感
じ
た
り
．
転
閑
し
た
場
合
に
自
動
的
に
消
火
す
る

耐
需
自
動
消
火
装
涵
付
き
の
も
の
を
で
き
る
だ
け
使
用
す
る

点
火
及
び
消
火
の
確
認

0
正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

〇
就
寝
時
．
外
出
峙
は
必
す
完
全
に
消
失
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る

点
検

＇整

備

0
暖
房
シ
ー
ズ
ン
前
に
は
、
十
分
な
点
検
整
備
を
行
っ
て
使

用
す
る
こ
と

危
険
物
の
保
管

0
灯
泊
の
保
管
場
所
は
、
火
気
を
使
う
場
所
か
ら
遠
ざ
け
て
直

射
日
光
を
避
け
た
冷
暗
所
と
す
る

広報く しもと 12 ⑧



年寧年始のごみの収集について
12月30日（土）～ 1月3日（水）の周全地区のごみの収葉が

休みとなります。またごみ処理場への直接搬人も下記のと

ぉl)休みとなりますので、ご注意ください。 1月4日（木）か
らは平常とおり収葉を行います。詳しくは、ごみカレンダー

をご覧ください。

乎

松

浮

子

81
こみ勉理場 （田四2288)

［受付時間l
（平日、第2第 4土昭、第3日昭）
午 8時め分～午後3時3'.}分

1年末年始休業日］
12月3'.JE3(二)～1月3E3（水）
1持ち込めるコミl
埋立コミ、資源ゴミ古紙類

不燃粗大ゴミ、乾電池

ペットポトル、発泡スチロール

1連絡先l
合 0735-66-0629

清揺センター （田原4146)

【受付時間］

（平日）

午前8時め分～午後3時3)分
（第 2•第 4 エ曜）
tt18時動～愕l2時OO分
1年末年始休業日】
12月29日（金）～1月3日（水）
［持ち込めるゴミl
ビニール・廃プラスチック類

［連絡先l
n0735-74-0369 

奎クリーンセンター

（田原4176-1)
［受付時間1
（平日）
午前8時①分～午後3時④分
（第2•第 4 土曜）
午前8時①分～午前l2時①分
I年末年始休業日）
12月①円（土）～1月3円（水）
［持ち込めるゴミ）

可燃ゴミ・可燃粗大ゴミ

［連絡先I
n0735-74-00l 7 

1·~·~~~~~~~~~~~~ 
I 

- ..—..—..—..I 
1 年末年始の業務について 1 
I 

I 

！ 
〈O印は通常通りの業務となります〉 1 

18年 19年
I 

i I I 12)」 lJJ
I 

i I 123日 24H25H 26日 27H28H 29日 30l:II 31日 1t1 I 2「II 3 13 I 4日 5日
1 （祝） （El） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （H） （祝） （火） （水） （木） （金） ！ 
I 

I 
！ 役 場休休 0 0 0 0 休休休休休休 0 0 1 

I 
公民館休休 0 0 0 0 休休休休休休 0 0 ! 

I 
1図沓館休〇休 0 10 10 休休休休休休休 011
I 
！ 串本病院休休 0 0 0 0 休休休休休休 0 o i 
占座川病院休休 0 0 0 0 休休休休休休 0 0 1 I I 

I 
1 総合運動公園
サン・ナンタンランド olo休 ololololo休休 oIo Io Io I l 
iサンゴの湯 0 0 休 0 0 0 0 0 休休 0 0 0 o i 
i 串本町B&G 午IIil, 1 
1 海洋センター 010 休 0 10 休休休休休休 0 10のみ

I 
I ※休業期lij中、役場では、出生、婚姻、死亡屈の受付のみ行っています。各柚証明害の発行は行って ！ 
、 おりません。
｛ ※図祖鱗l脊整理のため、l月4「l（木）が休館となります。 ！ 
I ※総合運動公園は12月28n（木）ー 1月3n（水）の間、予約の受付業務は行っておりません。この1如l(!) 1 
し 利用については、事前予約のある方のみとさせていただき ます。 I 

_..:'..:.::.::.:..:..:~～~～～～～~~~～•ー·----～～~~～～～～~～～～～～~～～～..J
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潮

岬

※広報への掲戟を希望されない方は、届出の際に窓「1にお巾し出ください。

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

高

橋

秀

幸

（
佐
々
木
緑

（

山

口

責

裕

加

茂

彩

間

所

正

章

（
眉
ぁ
や
か

Ill和兵閾潮有

庫野

並深県 川岬田

〈出
生
児
氏
名
〉

〈届
出
人
〉
〈
地

区
〉

お
う
か

平

野

桜

栞

年

人

和

深

ゅ
イ
は

油

口

柚

菜

雄

一
郎

潮

岬

増

Ill

歩

那

卓

也

田

並

内

匠

洸

喜

良

徳

有

田

柳

谷

琴

美

賢

次

閾

野

川

堀

み

ず

ほ

哲

治

潮

岬

杉

本

国

光

作

田

原

山
木

智

生

剛

生

神

野

川

山

中

世

哉

幸

紀

西

向

堀

房

悪

岸

あ

さ

角

久

和

岡

田

キ

ヨ

ヱ

井

城

伊

代

中
本

ト
ク
ノ

海
老
名
泰
子

田
中
日
良
子

井

沼

菩

次

賃

寺

郎

川

中

消

宏

瀬

古

裕

美

迎

池

跨

江

小
野
千
年
糾

稲

生

絹

子

小
浦
お
よ
か

◇
稲
生
利
信
さ
ん
（高
密
）
か
ら
、
亡
父

（正
＿二
郎
）
の
呑
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ
。

◇
阿
部
均
さ
ん
（串
本
）
か
ら
、
亡
母
（喜

代
江
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
識
会
へ
。

◇
森
山
忠
夫
さ
ん
（閾
野
川
）
か
ら
、
亡

父
（
文
吉
）

の
香
典
返
し
と
し
て
社
会

こ
寄
付
あ
り
が
と
うご
ざ

い
ま
す

嬉

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

よろこび

かなしみ

(Jo月受付分牧称略）

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

86 78 78 91 67 51 90 93 57 86 88 89 97 79 91 83 

山高有西串出串神 J::山 1副 二 西潮 l副串
野田野 野

原霜山 l台1本雲本川原並川色 liil岬川本

室&Q辛9~7年力しレ込ダ⇒泣鶏老りた言

橋杭岩や昨年11月にラムサール条約湿地に登録さ

れた世界最北限のサンコ群落など、串本の景観を英

めた200？年カレンダーが完成しました。役場窓口や

串本町観光協会、古

座親光協会で販売し

ておリ、郵送での販

売も受け付けていま

す。（ 1邸900円、郵 La
送の場合は送料が別

途必菩）

［お周い合わせ先I
串本町観光協会

（合0735-62-3171)

古座観光協会

（合0735-72-0645)

福
祉
協
議
会
へ

。

◇
井
沼
整
平
さ
ん
（神
野
川
）
か
ら
、
亡

父
省
次
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ

。

◇
中
本
進
さ
ん
（
閾
野
川
）
か
ら
、
亡
母

（ト
ク
ノ
）の
香
典
返
し
と
し
て
橋
杭

老
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。

◇
東
直
哉
さ
ん

（有
IJJ)
か
ら
、
祭
り
の

天
狗
の
御
祝
儀
の

一
部
を
有

w老
人

ク
ラ
プ
ヘ
。

今年の尖災・救急件数
-11月1日現在 一

火 災 件数 救急件数

建 物 4件 交通 82件
林野 0件急病 559件
その他 1件 その他 2ワ0件
合計 5件合計 911件

火災のない住みよい豊かな町づくり

広報くしもと 12⑩



一
次
の
と
お
り
、
町
所
有
住
宅
の
公
募

売
却
を
行
い
ま
す
。

▼
売
り
払
い
物
件

（
住
所
）
串
木
町
四
向
5
0
2
|
1

（
住
宅
）

1
戸

宅
地
1
2
1
.
9
9
可

家
屋
「
木
・
凡
•
平
」

4
8
.
2
6
,
-
m

（
昭
和
60
年
建
）

（
価
格
）

4
5
6
J
j
円

※
と
地
・
家
屋
含
む

▼
ヘ
ム
募
期
間

12
月
4
日
（
月
）

1
認
月
い
日
（
令
）

ー
後
5
時
ま
で
※
休
日
を
除
く

▼
名
義
変
更
費
用
購
入
者
負
担

※
応
勢
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
▼
申
し
込
み
・
資
格
等

訂
細
は
、
役
場
古
庫
分
庁
舎
の
総
合
業

T
学
生
の
種
類

修
十
利
目
生
(
6
ヶ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
利
目
を
履
修
）

修
十
選
科
生
(
1
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
屁
修
）

マ
入
学
料

修
十
科
目
生

1
2
,
0
0
0
円

修
十
選
科
生

1
6
,
0
0
0
円

T
授
業
料

1
単
位
あ
た
り

1
1
,
0
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
た
だ
い
ま
平
成
19
年
度
第
1
学
期
学

生
を
＂
I

公
集
し
て
お
り
ま
す

‘ufし
い
賓

料
を
無
杜
進
呈
い
た
し
ま
す
の
て
、
「
放

送
人
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー
」
ま
で
、

お
気
軽
に
お
間
い
合
わ
せ
く
た
さ
い
。

T
出
願
受
付
期
間

平
成
1
8
年
12
月
15
日
（
金
）

I

半
成
19
年
2
月
15
日
（
木
）

T
資
料
請
求
•
お
問
い
合
わ
せ
先

〒

6
4
l
|
0
0
5
1

和
歌
山
市
四
高
松
1
J
H
7
|
2
0
（和

歌
山
大
学
松
下
会
館
内
）

放
送
大
学
和
歌
山
学
苦
セ
ン
タ
ー

6
0
7
3
|
4
3
1
|
0
3
6
0
 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

h
t
t
p
又
[
w
w
w
.u
-
air
.a
c
.jp

束
介
開
悩
が
予
定
さ
れ
て
い
る
市
紀

わ
か
や
ま
ア
ウ
ト
ド
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
参
圃
者
を
募
隻
い
た
し
ま
す
。

串
本
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
か
し
た
ア

ウ
ト
ド
ア
体
験
事
業
を
行
っ
て
い
る
力
、

こ
れ
か
ら
紺
続
し
て
こ
の
よ
う
な
事
菜

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
ど
え
て
い
る

意
欲
の
あ
る
力
を
募
集
し
ま
す
。

船

新
宮
公
証
役
場
で
は
次
の
と
お
り

「
n瞳
・
集
料
公
誦
法
仲
相
談
」
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

▼

日

時

12
月
17
日

(n)
午
前
9
時
1
ー
後
5J時

※
紆
月
第
一
「
日
曜
日
に
実
施
し
ま
す
3

次
団
、
次
々
回
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

1
月
21
日

(n)、
2
月
1
8
日
（
日
）

をマ
r定
し
て
い
ま
す
。

て

場

所

新
宮
公
証
役
場

て
相
談
員

新
宮
公
証
役
場
公
証
人

て
相
談
内
容

遺

―
]
・
相
続
・
離
婚
・
養
台
費
・
行
貸

借
・
元
買
・
金
銭
貸
借
・
高
齢
者
の
財

産
秤
岬
•
そ
の
他
各
種
契
約
・
尊
厳
叱

官
―
―
ロ
・
会
杜
定
款
な
ど

マ

予

約

平

nに
電
話
で

f
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
杞
談
は
皿
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す。▼
お
問
い
合
わ
せ

一疇て鴫喝瓢蒻習響璽醍審にっいて
串本町美化推進協讚会では、 11lJの芙化推進を図るため、

名区、団体なとと協議し、 11lJ内の要所に花苗の相栽を

行う「花いつばい運動」を進めており、まちに花壇を

つくつにリ、緑化に取リ組むクループに花苗等を互布

していきます。皆様ピ0ご参加くにさい。

【配布対象となる団体】

花いっぱい運里力の対象となる団体は、 11lJ内て街路や

公園などの花壇つくりや緑化に取リ組むボランティア

団体や地域の集まし）なとの各種グルーフて百。

0要望者は団体とし、 1固人ては
受け付けません。

〇瓦布額は1箇所につき2万円

まてとします。

※申し込みなと詳細につきま

しては環壌衛生課まてお固い

合わせ下さい。

忙

n]募
集

お
知
ら
せ
＆
行
事務

課
管
罪
係

(
6
0
7
3
5
J
|
7
2
|

0
0
8
ー
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。圃

お
知
ら
せ

※
叶
細
は
、
串
木
町
役
瑞
観
光
課
内
『千田

紀
わ
か
や
ま
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
準
備
会
」
ま
で
。

(
6
0
7
3
5
|

6
2
1
0
5
3
5
)
 

喧
蒋
ぷ
認
i

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授

呆
を
行
う
通
佑
制
大
学
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
年
代
や
職
呆
の
力
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
科
日
を
約
370
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
大
学
や
人
学
院
の
授
業
科

H
を

]
科
日
か
ら
気
枠
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
c

こ
の
機
会
に
放
送
人
学
で
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

ー
教
養
学
部
の
ご
紹
介
し

①
人
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん

②
1
5
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
選
科
屁
修

生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
彦
、

約
300
科
日
の
中
か
ら
好
ぎ
な
科
目
を
1

科
日
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

③
1
8
歳
以
上
で
人
学
入
学
資
格
を
お
持

祈
宮
公
訴
役
場
（
公
証
人
中
村
司
）

新
宮
市
緑
ヶ
斤
2
~
日1
番
3
1
号
（
カ

マ
ッ
カ
ビ
ル
3
階
）

T
E
L
o
7
3
5
|
2
1
|
2
3
4
4
 

四
0
7
3
5
|
2
1
|
2
3
7
8

経
済
卒
業
省
て
は
、
工
業
統

nt調
査

を
半
成
1
8
年
12
月
叫
日
現
仕
て
実
施
し

ま
す
。工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

ち
の
力
は
、
誰
で
も
全
科
履
修
牛
と
し

て
人
学
で
ぎ
‘
．
竿
菜
す
る
と
学
士
（
教

査
）
の
取
得
が
で
ぎ
ま
す
。

烹
子
生
の
種
類

科

R
版
修
生
(
6
ヶ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

選
科
辰
修
生
(
1
年
間
存
学
し
、
希
望

す
る
科
日
を
履
修
）

今
科
履
修
生

(
4
年
以
上
在
学
し
、
学

十
の
学
位
の
取
得
を
目
指
す
）

マ
入
学
料

科
目
版
修
生

6
,
0
0
0
円

選
科
収
修
生

8
,
0
0
0
円

令
科
版
修
生

2
2
`
0
0
0
円

マ
授
業
料

l
単
位
あ
た
り

5
.
5
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

i
大
学
院
の
ご
紹
介

i

①
1
8
歳
以
卜
な
ら
ば
計
で
も
修
士
選
科

生
・
修
士
科
目
生
と
し
て
人
学
で
き
、

約
70
科
目
の
小
か
ら
好
き
な
科
目
を

1

科

R
か
ら
学
べ
ま
す
。

串
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
則
ら
か
に
す
る
こ
と
を
日
的
と
し

て
調
査
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
力
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
軍
要
な
某
慌
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
染
、
人

学
な
ど
で
の
研
究
資
利
‘
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く
調
査

票
に
つ
い
て
は
、
統
計
仏
に
某
づ
ぎ
調

査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

連絡先

串本町役場本庁舎 TEL62-0555 

串本町役場古座分庁舎 m 72-0081 

串木病院 m62-0635 

古座川病院 TEL72-0280 

学校教育課 TEL62-6066 

生涯学習課 TEL62-0006 

串木町立図書館 m62-4653 

保健センター TEL62-6206 

サンコの湯 TEL62-2001 

B&G海浮センター TEL 62-5540 

国民宿舎あらふね TEL74-0124 

町内放送案内 TEL62-3200 

串本町ホームペーシアドレス

http://www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアトレス（代表）

soumu @town.kushimoto.wakayama.」p

⑬広報くしもと 12 広報くしもと 12 (12) 



⑫国国園口国口
日I躍I 行事内容（時間） 場 所 I主酋課等

7 |木|〈第58回人権週間〉 串木町文化センターI住 民課
人権擁語委員・行政相談I串本I]役場古座分庁舎
委員全員による特設人権

行政相談

(73:30-75:30) 

叫日 1町内一斎清掃

(7:00-
l 
）町内全既1環境衛生課

トーl--;-----------+--------1------

叫水I一般献血
c10:oo~ 16:00) 

WAY駐車場I保健福社課

トーl--;-----------+--------1------

浄
化
桔
の
維
持
符
埋
の
必
安
性
や
什

組
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
頂
く
た
め
に
、

秤
坪
講
習
会
を
間
催
致
し
ま
す
3

ご
関

係
の
皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
受
講

料
等
は
開
料
で
す
。

マ

主

催

和
歌
山
県
浄
化
槽
協
会

▼
対
象
者

〇
合
併
浄
化
糟
を
設
世
し
て
い
る
方
、

又
は
今
後
設
置

f
定
の
方

0
単
独
浄
化
栢
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の

変
更
を
予
定
し
て
い
る
方

0
そ
の
他
浄
化
槽
に
関
係
の
あ
る
方

▼

日

時

12月
6
日
（
水
）

l
後
7
時
ー
（
約
1
時
間
程
度
）

了

場

所

中
木
町
役
場
占
庫
分
庁
舎
―
―
階
会
議
室

12月
4
日
1
1
0
日
は
第

58lwl人
権
週

間
で
す
。
本
年
の
啓
発
訊
勁
王
点
目
標

及
び
強
調
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

田

今
月
の
納
税

烹

税

目

〇
固
定
資
産
税
（
第
3
期）

マ
納
期
限

12月
25
日
（
月
）

※
納
税
に
関
す
る
お
閂
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
ヘ

正
確
な
記
入
を
お
顎
い
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
・
和
歌
山
県
・
串
本
町

叫金1行政相談 古座福社センターI住尻課
(13: 30~ l 5: 30) 

トーl--;-----------+--------1------

2131］橋杭岩ライトアップ
I I I (78:00-21 :OO) 

25 I月

叫水I消防団年末吾戒 1町

c21 :oo~ 2:00) 

30 I土

橋 杭 司親光課

内全践I消防団

気
が
つ
け
ば
も
う
1
2
月
。
毎
月
の
締

め
切
り
に
迫
わ
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い

る
と

1
年
が
本
当
に
早
く
感
じ
ま
す
。

今
年
を
販
り
返
る
と
ト
ル
コ
ま
で
取
材

に
行
っ
た
り
、
紙
血
に
広
告
を
掲
載
し

た
り
と
仏
報
の
業
務
に
も
い
ろ
い
ろ
と

新
し
い
試
み
が
あ
っ
た
什
で
し
た
。
ま

た
、
串
本
ま
つ
り
や
町
民
人
運
動
会
な

ど
の
行
事
を
取
材
す
る
中
で
、

IR
串

n
3

本
•
I
D古
座
の
力
々

＝
―
-
口
が
訂
い
に
打
ち
解
け

後

た

雰

囲

気

に

な

っ

て

集

き

た

よ

う

な

印

象

を

編

胃

ま

し

た

。

(N)

相歌山地方税回収機構の活動
～市（町村）税収入及び税負担の

公平確保のために～

今年4月に県1}、」の全市町村が参加し設立

された「和歌111地h税回収機構」では、徹
底した財産調査及び箆押さえなど厳止な滞

納処分が行われた帖呆、 4.6億l1Jの徴収金が

確保（半成18年9月未）されるなど効呆を
あげていますし

機構ては、引き継がれた事案について更

なる財産の箆押えや箆押え小動産の公先を

行うなと、税収の確保及び税負相の公乎の

確保に努めていきます、

町民の皆様には、今後とも納期内納悦を

お叫いしますし

県税・市町村税の

納付忘れはこざいませんか？

12月は県・市町村・和歌山地力税回収楼
構合同の滞納整埋強化月間てす＾本町にお

いても竺押えをり狙化するなど 屈の滞納整

理を進めます。

匡
------------------------------
夜間納税窓口を開設します

税務課では、仕事などの都合で平日の

昼閻に金融機関等の窓口で納税できない

方のために、下記のとおり「夜問納税窓

口」を開設いたします。お気酵にこ利用

ください。

【日時】 12月21日（木）午後8時まで

【場所】串本町役場本庁舎
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本場 月日ん密お困ま次対北ペ
町 午 7 °は越りすのす朝！ 「みんなで投票みんなの和歌山」 ： 
文所後日時 外しごかとる但(`
化 l - 雌くとらお認、古 i
セ 時木 しだで‘りヽ誡局 1
30 - i漏さお人 をに 1
タ分 れい悩権人深よ i

る゜み問権める 1
及 3 こ相の題相よ人］
山び時 と談方や認う杵，
廊 3(） はははい州 侵｀
分 分 あ無おろを害 i
庁 り料気い開 間 1※投票日当日、仕事や
含 まで軽ろ設渥 I

ペ旅合などで投票できな

い場合、 12月1日～12
中谷川神笠宕削村鳥は人相※ 3

林本名 崎 I嶋谷芝上尼次権談祖！月］6日まて（午前8時
信の擁委談

孝節昭 祉悠英正次と護員は 1
i 30分～午後8時）役場

治代弘拇男史子人郎お委が人］本庁舎または古座分庁
り員お杵 I

上古沖田串潮串和出でま受擁 I
， 舎で期已前投票ができ

野田莉胆、本岬本深雲すたけ護 iます。

州1: ]．l』； ］） ］ ゚特比胃 l
353881,161  政すま
（） 1 5 1 1 ~相た ，0 ;-, i 棄権することなく投票しましょう。
4 | | | 1 三火当は 1 
1 :, 1 1 女 IUJf」 1梵 ノー｀ ～串本町選挙管理委員会からのお知らせ～

6 貝の政 L ' ,•—-~ - -9 - - - --~ - -9 

12月17日（日）は
和歌山県知事選挙の投票日です

⑲広報くしもと 12 広報くしもと 12 ⑭
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